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1. 概要 

1.1. 概要 

本書は、Puerto UaMonitor（以降、UA Monitor）の便利な機能および、操作手順を記載した資料です。 

 

1.1. 対象読者 

本資料は、下記のお客様を対象としています。 

・OPC UA サーバーと UA Monitor を接続したい方 

・OPC UA の基本的な知識がある方 

・UaMonitor v3.0 以降を使用されている方 

 

1.2. OPC UA とは 

2011 年にドイツが進める産業政策「Industrie4.0」（インダストリー4.0）のコンセプトが発表されて以

降、OPC UA はドイツ連邦情報セキュリティ局（ドイツ政府 BSI）のセキュリティ評価を行い、2015 年

にハノーバーメッセで高い評価を得ました。その結果を受け、OPC UA は欧州を中心に産業業界へ普及

が広がり、近年世界的に注目されてきています。 

OPC UA は「つなげる」「安全に」「伝える」をコンセプトに、そこから得られる情報に価値を付加して

「活用する」ことが可能な通信規格です。データ交換のみに留まらず、過去にリリースされた OPC クラ

シック（DA、AE、HDA）の仕様もすべて統合されており、セキュリティを確保しつつ十分なオペレーシ

ョンも可能です。その為、他の標準化技術との連携協業もできるようになっています。特に欧州ではドイ

ツ機械工業連盟（VDMA）内のロボット、工作機械のワーキンググループが OPC UA を使った仕様の標

準化を積極的に進めており、2018 年のミュンヘン（ドイツ）で開催された AUTOMATICA では OPC UA

を搭載したロボット協調デモが行われました。2019 年の９月には OPC UA を搭載した多数の工作機械が

展示会に出展されたことからも、今後 OPC UA 製品が市場に広がっていくことが推測されます。 

 
 

1.3. UA Monitor とは 

UA Monitor は、Microsoft Excel(以降、EXCEL) 上で直接 OPC UA サーバーと通信可能な OPC UA ク

ライアントのアドインソフトです。その為、別プロセスのアプリケーションを起動する必要なく Excel の

一部として OPC UA 機能を利用することができ、図 1 のように OPC UA リボン（メニュー）として表

示されます。 
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図 1 UA Monitor のイメージと適用例 

 

1.4. 便利な操作一覧 

ここでは、UA Monitor を使用した便利な操作一覧を表 1 に示します。 

 

表 1 便利な操作一覧 

No. 操作 備考 

1 ノードの監視をダブルクリックして開始する  

2 ノード値の更新を横一列に整列する ノードリーダのみ 

3 接続されている状態でボタンをクリックしたときに UA 通信を実行

する 

 

4 ブックを定周期で保存する  

5 接続情報をブックに保存する  

6 ブックと接続情報をXMLに保存して管理する  

7 Excel をブック毎に別プロセスで起動する Office2013 以降で

使用可能 

8 結合したセルに値を更新する  

9 証明書の期限切れを確認する 機能アップ対象 

10 構造体の中身を閲覧する  

11 構造体の中身をセルで監視する  
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No. 操作 備考 

12 構造体の中身（複数の要素）をセルで監視する  

13 高速な値変化通知を効率よくセルに反映する 監視アイテムのみ

100ms にする。 

14 別ノードの変化値をトリガーにUA通信する  

15 非アクティブなシートにデータを反映しながらアクティブなシート

を参照する 

 

16 イベントで受信した構造体を処理する v3.1 以降で利用可

能 

 
 

1.5. 操作手順の動作環境 

 

OS・Office バージョン 

OS Windows10 
Office Office365 

 
 

ツールソフト 

会社・団体 図名称 名称 バージョン 

OPC Foundation UA サーバー UaCPPServer 1.4.357.28 

(株)Puerto UA Monitor UA Monitor 3.1.X 

 

※2.16 はイベント送信する UA サーバである必要があります。 

 
  

UA Monitor UA サーバー 



UA Monitor ユーザーズガイド 

5 |  
 

2. 操作手順 

2.1. ノードの監視をダブルクリックして開始する 

 

ノードの監視をダブルクリックして開始する手順について説明します。 

ここでは、サブスクリプションを使ってノード値を監視する場合の操作手順の詳細を以下に記載します。 

なお、接続手順は割愛します。 

 

下記手順の 1～3 については、毎回の操作は不要です。設定が確認できている場合は手順 4 からの操作

になります。 

1 「OPC UA」リボンを選択

し、「サーバー」の ボ

タンをクリックする。 

 
2 「接続設定」画面が開く

ので、「データ更新」タブ

をクリックする。 

 
3 「アドレス空間のノード

をダブルクリックしたと

き、NodeReaderを使って

監視する」にチェックが

ついていないことを確認

し、OK ボタンをクリック

する。 
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4 読込んだノード値を設定

したいセル範囲を選択す

る。 

 
5 「アドレス空間コントロ

ール」をチェックする。 

 
6 監視したいノードをダブ

ルクリックする。 

 
7 指定した範囲に値が反映

されることを確認する。 
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2.2. ノード値の更新を横一列に整列する 

 

ノード値の更新を横一列に整列する手順について説明します。 

ここでは、異なる２つのノード値を監視し、値の更新タイミングを合わせる手順について説明します。 

なお、接続手順は割愛します。 

1 サンプルとして、右図の

ような Excel シートを準

備する。 

 
2 「アドレス空間コントロ

ール」をチェックする。 

 
3 監視値①を設定するノー

ドを選択する。ここでは、

Int16 の型であるノード

を選択する。 

 

「ノードの監視…」ボタ

ンをクリックする。 
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4 「読み込み（Read）」にチ

ェックする。 

 

「OK」ボタンをクリック

する。 

 
5 「OK」ボタンをクリック

する。 

 
6 B2：B20 のセル範囲を

EXCEL 上で選択する。 

 
 

「シート設定」グループ

の「選択」ボタンをクリッ

クする。 

 

「左列にタイムスタンプ

を表示する。」をチェック

する。 

 

「OK」ボタンをクリック

する。 
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7 監視値①のセル（B 列）に

ノード値が順次反映され

ていくことを確認する。 

 
8 監視値②を設定するノー

ドを選択する。ここでは、

Int32 の型であるノード

を選択する。 

 

「ノードの監視…」ボタ

ンをクリックする。 
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9 「読み込み（Read）」にチ

ェックする。 

 

「OK」ボタンをクリック

する。 

 
10 「OK」ボタンをクリック

する。 

 
11 C2：C20 のセル範囲を

EXCEL 上で選択する。 

 
 

「シート設定」グループ

の「選択」ボタンをクリッ

クする。 

 

「OK」ボタンをクリック

する。 
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12 監視値②のセル（C 列）に

ノード値が順次反映され

ていくことを確認する。 

 

※ここで、監視値①と監

視値②の行が更新される

タイミングはずれている 

 
13 「読み込みコントロー

ル」をチェックする。 

 
14 「編集」ボタンをクリッ

クする。 

 
15 「詳細」タブの「値の更新

を同期する」ボタンをク

リックする。 
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16 監視値①（Int16）、監視値

②（Int32）のいずれかを

選択し、「OK」ボタンをク

リックする。 

 
17 「OK」ボタンをクリック

する。 

 
18 「閉じる」ボタンをクリ

ックする。 
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19 監視値①（Int16）、監視値

②（Int32）が同じ時間に

更新されていることを確

認する。 
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2.3. ボタンをクリックしたときに UA 通信を実行する 

 

ユーザが作成したボタンをクリックしたときに UA 通信を実行する手順について説明します。 

ここでは、ボタンをクリックした時のみ（１回だけ）ノード値を読み込み、セルに表示する手順について

説明します。 

１回だけノードの値を読み込むとは、ボタンをクリックしたタイミングだけ下記のシーケンスが実行さ

れるという意味を指します。ユーザがボタンをクリックしたときに、セル「D2」の値が「１」に変更さ

れます。UA Monitor は、そのセル変更イベントを検出して、セル「D2」の値が「１」である場合に Read

を実行する流れとなります。 

 

 

接続手順は割愛します。 

1 サンプルとして、右図のよう

な Excel シートを準備する。 

 

（条件値が１の時、監視値に

ノード値を読み込み、読み込

むと条件値を０にし、監視を

終了する仕組みとする。） 
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2 「開発」リボン（※） - 「挿

入」より ActiveX コントロー

ルのボタンを選択し、ボタン

を作成する。 

 

ボタンの名称は、ボタンを右

クリックし、「プロパティ」 - 

「Caption」 

より変更する。 

 

「デザインモード」の状態に

し、「読み込み」ボタンをダブ

ルクリックする。 

 

 

3 Visual Basic Editor が起動す

るので、クリックイベントの

サブルーチンに、 

「Sheet1.Range("D2").Value 

= 1」とコードを記載する。 

 

Editor 右上の「×」ボタンで

Visual Basic Editorを閉じる。 

 

4 「アドレス空間コントロー

ル」をチェックする。 

 
5 監視値として設定するノー

ドを選択する。 

 

「ノードの監視…」ボタンを

クリックする。 
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6 「読み込み（Read）」にチェ

ックする。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 

 
7 「トリガー」タブを選択し、

「セル変更」をクリックす

る。 

 
8 「条件」タブをクリックし、

「追加」ボタンをクリックす

る。 

 
9 「D2」セルを選択した状態で

「選択」ボタンをクリックす

る。 

 

条件値に「1」を入力する。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 
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10 条件が設定されていること

を確認する。 

 
11 「詳細」タブを選択し、「処理

後に通知する」をチェックす

る。 

 

「D2」セルを選択した状態で

「選択」ボタンをクリックす

る。 

 

書込み値に「0」を設定する。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 

 

12 「G2」セルを選択した状態

で「選択」ボタンをクリック

する。 

 

 
13 「読み込み」ボタンをクリッ

クするたびに、監視値が変化

することを確認する。 

 
（※）「開発」リボンが表示されていない場合、「ファイル」- 「オプション」- 「リボンのユーザー設

定」より、「開発」リボンをチェックすることにより「開発」リボンを常に表示することができます。 
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2.4. ブックを定周期で保存する 

 

ブックを定周期で保存する手順について説明します。 

ここでは、例として「１分間隔で５回ブックを保存する」手順について説明します。 

なお、接続手順は割愛します。 

 
1 「モニター操作」リボン

を選択し、「ファイル操

作」の ボタンをクリ

ックする。 
 

2 「…」ボタンでファイル

の保存先フォルダおよび

ファイル名を入力する。 

 

保存回数の設定にチェッ

クし、保存回数を「5」を

入力する。 

 

リピートタイマを選択

し、保存の時間間隔を 

「1Minutes」にする。 

 

「OK」ボタンをクリック

する。 

 

3 「ファイル操作」カテゴ

リの「ファイル保存」を

チェックすると、設定し

た周期・回数でファイル

保存処理が開始される。 

 



UA Monitor ユーザーズガイド 

19 |  
 

4 指定したフォルダに、設

定した周期でファイルが

保存されていることを確

認する。 

 
※出力ファイル名は、「（画面で設定したファイル名）_yyyymmdd_hhmmss.xlsx になります。 

 

本機能は、アクティブなブックに対して有効となります。もし、複数ブックに本機能を適用した場合は、

「2.7 Excel をブック毎に別プロセスで起動する」の手順を行うと、複数ブックに対して保存機能を適用

可能です。 
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2.5. 接続情報をブックに保存する 

 

接続情報をブックに保存する手順について説明します。 

なお、接続手順は割愛します。 

 
1 「モニター操作」リボン

の「接続設定をブックに

保存」ボタンをクリック

する。 

 
2 パスワードを入力する。 

 

「OK」ボタンをクリック

する。 

 

3 もしパスワードが空のま

ま「OK」ボタンをクリッ

クした場合、警告画面が

表示される。 

 

空のままで問題ない場

合、「はい」をクリックす

る。 

 
 

図のメッセージの通り、管理には注意が必要である。 

4 Excelブックを保存し、ブ

ックを閉じる。 

 

5 保存したブックを再度開

くと、ダイアログが開く

ので、「はい」をクリック

する。 

 
6 パスワードを入力して、

「OK」をクリックする。 
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7 接続が開始されているこ

とを確認する。 
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2.6. ブックと接続情報を XMLに保存して管理する 

 

ブックと接続情報を XML に保存して管理する手順について説明します。 

なお、接続手順は割愛します。 

 
1 「モニター操作」リボン

の「アーカイブ作成」ボ

タンをクリックする。 

 
2 新規の Excel ブックを開

いていた場合は、右図ダ

イアログが開くので、保

存先とファイル名を設定

する。 

 

「保存」ボタンをクリッ

クする。 

 

3 アーカイブ名を設定す

る。 

 

「OK」ボタンをクリック

する。 

 

 

4 保存したアーカイブを利

用する場合、Excelブック

を新規で開く。 
 

5 「モニター操作」リボン

の「アーカイブ一覧」ボ

タンをクリックする。 

 
6 保存済のアーカイブがリ

スト表示されるので、開

きたいアーカイブをクリ

ックする。 
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7 保存時の接続情報・設定

情報で動作していること

を確認する。 

 
（補足）保存したアーカイブ（XML）は、下記フォルダに保存されます。 

 C:¥Users¥（アーカイブ保存時のユーザ名）¥AppData¥Roaming¥Puerto¥UaMonitor¥Archives 
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2.7. Excel をブック毎に別プロセスで起動する 

 

Excel をブック毎に別プロセスで起動する手順について説明します。 

 
1 「OPC UA」リボンを選択

し、「サーバー」の ボ

タンをクリックする。 
 

2 「Excel 起動時に新規プ

ロセスで起動するよう制

御する。」にチェックし、

「OK」ボタンをクリック

する。 

 
3 複数の Excel ブックを起

動する。 

 

4 タスクマネージャーを起

動し、各ブックが別プロ

セスで起動されているこ

とを確認する。 
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2.8. 結合したセルに値を設定する 

 

結合したセルに値を設定する手順について説明します。 

ここでは、サブスクリプションを使ってノード値を監視する場合の操作手順の詳細を以下に記載します。 

なお、接続手順は割愛します。 

 
1 「アドレス空間コントロ

ール」をチェックする。 

 
2 「ノード一覧」タブ（左

表示エリア）で任意のノ

ードを選択する。 

 

「ノードの監視…」ボタ

ンをクリックする。 

 
3 「サブスクリプション

（Subscription）」にチェ

ックする。 

 

「OK」ボタンをクリック

する。 
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4 ｢OK｣ボタンをクリック

する。 

 

5 ノード値を反映したい範

囲を EXCEL 上で選択す

る。 

 
 

「シート設定」グループ

の「選択」ボタンをクリ

ックする。 

 

「OK」ボタンをクリック

する。 

 
6 指定した範囲に値が反映

されることを確認する。 
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7 値を設定したセルが一番

左上になるように結合し

たいセルの範囲を選択

し、右クリック - セルの

書式設定より「セルを結

合する」をチェックして、

「OK」ボタンをクリック

する。 

 
8 結合したセルに問題なく

ノード値が反映されるこ

とを確認する。 
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2.9. 証明書の期限切れを確認する 

 

証明書の期限切れを確認する手順について説明します。 

ここでは、接続手順は割愛します。 

1 「OPC UA」リボンを選択

し、「証明書管理」の ボ

タンをクリックする。  

2 証明書コンフィグレーショ

ン画面が表示されるので、

「詳細」タブをクリックす

る。 

 
3 「確認」ボタンをクリック

する。 

 
4 期限切れの証明書が一覧表

示される。 
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補

足 

項番３の画面で「起動時に

有効期限切れの証明書をチ

ェックしない」をチェック

していない場合は、Excel起

動時に有効期限切れの証明

書があれば右図のメッセー

ジが表示されます。 

 

「起動時に有効期限切れの

証明書をチェックしない」

をチェックしている場合

は、起動時のチェックは行

いません。 
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2.10. 構造体の中身を閲覧する 

 

構造体の中身を閲覧する手順について説明します。 

なお、接続手順は割愛します。 

1 「アドレス空間コントロー

ル」をチェックする。 

 
2 監視したい構造体のノード

を選択する。 

 

画面右側の属性一覧の

「Value」をダブルクリック

する。 

 
3 構造体ビューアが開くの

で、構造体データの中身を

確認する。 
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2.11. 構造体の中身をセルで監視する 

 

構造体の中身をセルで監視する手順について説明します。 

ここでは、構造体の特定の要素をノードリーダーで監視する手順を説明します。 

なお、接続手順は割愛します。 

 
1 「アドレス空間コントロー

ル」をチェックする。 

 
2 監視したい構造体のノード

を選択する。 

 

「ノードの監視…」ボタン

をクリックする。 

 
3 「読み込み（Read）」にチェ

ックする。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 

 
4 「OK」ボタンをクリックす

る。 
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5 監視したい構造体の要素を

選択し、「更新先変更」ボタ

ンをクリックする。 

 
6 種別に「Sheet」を選択する。 

 

監視先のセル（ここでは

「A1」セル）を選択した状態

で「選択」ボタンをクリック

する。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 

 

7 「OK」ボタンをクリックす

る。 

 
8 構造体の要素が監視されて

いることを確認する。 
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2.12. 構造体の中身（複数の要素）をセルで監視する 

 

構造体の中身（複数の要素）をセルで監視する手順について説明します。 

ここでは、構造体の複数の要素をノードリーダーで監視する手順を説明します。 

なお、接続手順は割愛します。 

 
1 「アドレス空間コントロー

ル」をチェックする。 

 
2 監視したい構造体のノード

を選択する。 

 

「ノードの監視…」ボタン

をクリックする。 

 
3 「読み込み（Read）」にチェ

ックする。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 

 
4 「OK」ボタンをクリックす

る。 
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5 Ctrl キーを押しながら、監視

したい構造体の複数の要素

を選択し、「更新先変更」ボ

タンをクリックする。 

  
 

6 種別に「Sheet」を選択する。 

 

監視先のセル（ここでは

「A1」セル）を選択した状態

で「選択」ボタンをクリック

する。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 

 

7 選択した要素の Adress（番

地）に A1~A3 の各セルが設

定されていることを確認す

る。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 

 
 

8 構造体の複数の要素が監視

されていることを確認す

る。 
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2.13. 高速な値変化通知を効率よくセルに反映する 

 

高速な値変化通知を効率よくセルに反映する手順について説明します。 

ここでは、例えば監視間隔を 0.1 秒に設定し、通知間隔は 1 秒に設定することにより、１秒内に変化のあ

った値をまとめてセルに反映する手順を説明します。 

OPC UA の UA サーバーは、下図のような仕組みとなっており、監視アイテム（英語名：MonitoredItem）

とサブスクリプション（英語名：Subscription）は各々独立した役割を持っています。それぞれの役割は

次のとおりです。 

 

1. サブスクリプション（英語名：Subscription） 

サブスクリプションは、UA サーバ内で発生した値変更、およびイベントを通知する役割を担って

おり、クライアントへの通知周期を持っています。その為、通知周期をクライアントから指定します。 

 

2. 監視アイテム（英語名：MonitoredItem） 

監視アイテムは、ノード値の変更を監視する役割を担っており、ノードのサンプリング周期、およ

び変更値を一時的に格納するためのキューを持ています。その為、サンプリング周期、キューサイズ

をクライアントから指定します。 

 

 

その為、ここでの例は、高速なノード値の監視（例えば、100 ミリ秒周期）は UA サーバで行い、クライ

【設定パラメータ】 

サンプリング周期、キューサイズ 

【設定パラメータ】 

通知周期 
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アントは、負荷がかからない程度の受信（例えば、１秒など）を行います。 

なお、接続手順は割愛します。 

1 「アドレス空間コントロー

ル」をチェックする。 

 
2 「ノード一覧」タブ（左表

示エリア）で任意のノード

を選択する。 

 

「ノードの監視…」ボタン

をクリックする。 

 
3 「サブスクリプション

（Subscription）」にチェッ

クする。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 

 
4 ｢OK｣ボタンをクリックす

る。 
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5 ノード値を反映したい範囲

を EXCEL 上で選択する。 

 
 

「シート設定」グループの

「選択」ボタンをクリック

する。 

 

「サンプリング間隔」を

「100」、「キューサイズ」を

「10」に設定する。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 

 
6 サンプリング間隔は 0.1 秒

であるが、通知は 1 秒毎に

まとめてセル反映されてい

ることを確認する。 
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2.14. 別ノードの変化値をトリガーに UA通信する 

 

別ノードの変化値をトリガーに UA 通信する手順について説明します。 

ここでは、例えば「あるノード値が「TRUE」になった時、別のノード値を読み込む」場合の 

操作手順の詳細を以下に記載します。なお、接続手順は割愛します。 

 
1 サンプルとして、右図のよ

うな Excel シートを準備す

る。 

 
2 条件値として設定するノー

ドを選択する。ここでは、

Boolean の型であるノード

を選択する。 

 

「ノードの監視…」ボタン

をクリックする。 
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3 「サブスクリプション

（Subscription）」にチェッ

クする。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 

 
4 ｢OK｣ボタンをクリックす

る。 

 
5 B2 セルを EXCEL 上で選択

する。 

 
 

「シート設定」グループの

「選択」ボタンをクリック

する。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 
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6 B2セルにノード値が反映さ

れていることを確認する。 

 
 

7 読込みたい別のノードを選

択する。 

 

「ノードの監視…」ボタン

をクリックする。 

 
8 「読み込み（Read）」にチェ

ックする。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 
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9 「トリガー」タブを開き、セ

ル変更を選択する。 

 
10 条件タブを開き、「追加」ボ

タンをクリックする。 

 
 

11 B2 セルを EXCEL 上で選択

し、選択ボタンをクリック

する。 

 

演算子は「==」にし、条件値

の種別には「Value」を選択

する。条件値に「TRUE」を

入力する。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。  
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12 「OK」ボタンをクリックす

る。 

 
13 D2～D10 セルを EXCEL 上

で選択する。 

 
 

「シート設定」グループの

「選択」ボタンをクリック

する。 

 

「OK」ボタンをクリックす

る。 

 
14 右図のように、条件値（B2

セル）が TRUE になった時、

設定値（D2~D10 セル範囲）

にノード値が反映されてい

ることを確認する。 

 
 
  



UA Monitor ユーザーズガイド 

43 |  
 

2.15. 非アクティブなシートにデータを反映しながらアクティブな

シートを参照する 

 

非アクティブなシートにデータを反映しながらアクティブなシートを参照する手順について説明します。 

ここでは、Sheet1 でノードの監視を行い、監視値を参照したグラフを Sheet2 に作成して、非アクティ

ブである Sheet1 のデータが更新されていることを、アクティブである Sheet2 のグラフで確認する手順

を説明します。 

なお、接続手順は割愛します。 

 

下記手順の 1～3 については、毎回の操作は不要です。設定が確認できている場合は手順 4 からの操作

になります。 

1 「OPC UA」リボンを選択

し、「サーバー」の ボタ

ンをクリックする。 

 
2 「接続設定」画面が開くの

で、「データ更新」タブをク

リックする。 
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3 「アクティブではないシー

トにデータを更新する」に

チェックがついていること

を確認し、「OK」ボタンをク

リックする。 

 

※デフォルト設定ではチェ

ック状態 

 
4 今回は、A1～A10 セルをノ

ードリーダーを使って監視

します。 

 

監視手順については、ここ

では割愛します。 

 
5 A1～A10 セルを選択した状

態で、右図のように「挿入」

タブの折れ線グラフを選択

します。 
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6 グラフが作成されるので、

グラフをコピーして、

Sheet2 に貼り付ける。 

 
7 Sheet2 にグラフがコピーさ

れる。 

 

監視値が変化した場合、グ

ラフの折れ線が動くことを

確認する。 
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8 非アクティブなシート（こ

こでは Sheet1）にデータを

更新したくない場合は、手

順３の接続設定画面の「ア

クティブではないシートに

データを更新する」のチェ

ックを外し、「OK」ボタンを

クリックする。 

 
 

2.16. イベントで受信した構造体を処理する 

 

UaMonitor v3.1 からイベントに含まれる構造体を受信できるようになりました。受信した構造体は JSON

形式でセルに格納されます。ここでは、セルに格納された JSON を VBA で使用するための方法を記載し

ます。 

 

使用するライブラリ： 

名称 説明 ＵＲＬ ライセンス 

VBA-JSON VBA（Windows と Mac の Excel、

Access、その他の Office アプリケーシ

ョン）用の JSON 変換とパースです。 

https://github.com/VBA-
tools/VBA-JSON 

MIT 

 
 

接続および、イベント受信設定手順はユーザーズガイド（基本編）を参照してください。 

 
1 使用するライブラリに

記載のあるURLから標

準 モ ジ ュ ー ル

「JsonConverter.bas」

をダウンロードする。 
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2 「Visual Basic」エディ

タを起動する。 

 
 

3 「JsonConverter.bas」

を Excel にインポート

する。 

 

4 Dictionary 型を使う

た め に 「 Microsoft 

Scripting Runtime」

ライブラリにチェッ

クをする  

「ツール」→「参照設定」から設定画面を開く。 
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5 パースする JSON 文

字列は CycleDone イ

ベ ン ト の

ProcessValues とす

る (セル：Z2)。   
 

6 次にようにサンプル

コードを記載する。  

 

“Z2”にある JSON 文

字 列 を 取 得 し 、

ParseJson 関数を使

用して解析する。  

 

 
 

7 実行結果をイミディ

エイト  ウィンドウ

で確認する。  

 

 
 

 
 
  

要素１ 

要素 2 
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サンプルコード： 

Private Sub VBA_JSON_TEST() 

    'JSON 格納用 

    Dim JSON As String 

    'パース済みオブジェクト 

    Dim ProcessValues As Object 

    'パース済みオブジェクト 

    Dim ProcessValue_Member As Variant 
 
 

    'JSON のロード 

    JSON = Range("Z2").Value 
    Set ProcessValues = JsonConverter.ParseJson(JSON) 
 

    'Value 配列を読み出す 

    For Each ProcessValue_Member In ProcessValues("Value") 
        Debug.Print "name = "; ProcessValue_Member("name") 
        Debug.Print "value = "; ProcessValue_Member("value") 
        Debug.Print "assignment = "; ProcessValue_Member("assignment") 
        Debug.Print "source = "; ProcessValue_Member("source") 
        Debug.Print "cavityId = "; ProcessValue_Member("cavityId") 
        Debug.Print "id = "; ProcessValue_Member("id") 
        Debug.Print "description = "; ProcessValue_Member("description") 
        Debug.Print 
    Next 
End Sub 
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